
本
会
議 

02
年
度
補
正
予
算 

       

03
年
度
予
算 

中
原
ひ
ろ
み
議
員
の
討
論 

３
月
19
日 

市民への公約 具体化急いで 

中
原
ひ
ろ
み
議
員
は
19
日
、本
会
議
で
02
年
度
補
正
予
算
、
03
年

度
予
算
に
つ
い
て
討
論
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。
要
旨
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

03
年
度
広
島
市
一
般
会
計
予
算 

「
乳
幼
児
医
療
費
の
就
学
前
ま
で
無
料

化
」な
ど
は
予
算
化
さ
れ
ず 

 

新
年
度
予
算
に
は
、
保
育
料
す
え
置
き
、
保
育
所

増
設
、
少
人
数
教
育
プ
ラ
ン
策
定
、障
害
児
の
夏
休
み

対
策
改
善
、
介
護
保
険
料
減
免
な
ど
、
市
民
要
求
を

反
映
し
た
施
策
が
盛
り
込
ま
れ
ま
し
た
。 

し
か
し
、
骨
格
予
算
と
い
う
制
限
も
あ
り
、
「乳
幼

児
医
療
費
の
就
学
前
ま
で
の
無
料
化
」「全
国
に
誇
れ

る
福
祉
施
策
」「障
害
者
対
策
の
推
進
」「小
規
模
公

共
事
業
を
増
や
し
地
元
発
注
を
増
や
す
」「大
型
公

共
事
業
監
視
委
員
会
の
設
置
」な
ど
の
具
体
化
は
残

念
な
が
ら
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
せ
ん
。 

 

大
型
開
発
に
つ
い
て
も
、骨
格
予
算
と
い
う
こ
と
で
ほ

と
ん
ど
メ
ス
が
入
っ
て
い
ま
せ
ん
。
本
会
議
で
「大
型
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
そ
の
ま
ま
実
施
す
れ
ば
300
億
円
の
財

源
不
足
」と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
こ
に
大
胆

か
つ
着
実
に
メ
ス
を
入
れ
る
こ
と
こ
そ
、
最
大
の
課
題

で
す
。 

2003年度予算 

【
反
対
】 

一
般
会
計
予
算
、
都
市
開
発

資
金
・
西
風
新
都
・
開
発
事
業
の
各
特

別
会
計
予
算 

大型開発の見直しは待ったなしです 

保育料すえおき、介護保険料減免など市民要求反映した施策も・・・ 46議案には 賛成 

老
人
保
険
特
別
会
計
予
算 

  

昨
年
10
月
か
ら
の
70
歳
以
上
の
窓
口
負

担
１
割
への
引
き
上
げ
に
加
え
（一
定
所
得
以

上
は
２
割
）、
立
て
替
え
払
い
と
な
っ
た
た
め
に
、

受
診
を
手
控
え
る
高
齢
者
が
増
え
て
い
ま
す
。

窓
口
負
担
の
引
き
上
げ
は
、
病
気
の
早
期
発

見
、
早
期
治
療
を
困
難
に
し
て
重
症
化
を
招

き
、か
え
っ
て
保
険
財
政
を
悪
化
さ
せ
ま
す
。国

庫
負
担
を
元
に
戻
し
、
市
独
自
の
取
り
組
み
を

求
め
ま
す
。 

 

介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
予
算 

介
護
保
険
条
例
一
部
改
正 

 

介
護
保
険
は
無
収
入
の
人
か
ら
も
保
険
料

を
徴
収
し
、
サ
ー
ビ
ス
を
使
う
人
が
増
え
れ
ば

保
険
料
が
上
が
る
と
い
う
根
本
矛
盾
を
抱
え

て
い
ま
す
。
日
本
共
産
党
は
、
市
の
高
齢
者
の
半

数
が
住
民
税
非
課
税
者
で
あ
る
こ
と
を
指
摘

し
、
「低
所
得
者
対
策
こ
そ
介
護
保
険
存
続
に

不
可
欠
」と
し
て
、
低
所
得
者
への
減
免
制
度
の

充
実
を
求
め
て
き
ま
し
た
。 

こ
れ
に
応
え
て
今
年
度
、
減
免
対
象
が
年
間

所
得
114
万
円
ま
で
拡
大
さ
れ
ま
し
た
が
、３
割 

【
反
対
】
老
人
保
健
特
別
会
計
予
算 

介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
予
算   

 

国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
予
算 も

の
介
護
保
険
料
引
き
上
げ
と
セ
ッ
ト
で
は
減

免
の
効
果
が
発
揮
で
き
ま
せ
ん
。基
金
の
返
済
期

限
を
６
年
ま
た
は
９
年
に
延
長
で
き
る
特
例
措

置
を
最
大
限
に
活
用
す
る
と
同
時
に
、
一
般
会

計
か
ら
の
繰
り
入
れ
も
含
め
、
値
上
げ
凍
結
への

独
自
努
力
を
求
め
ま
す
。 

 

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
事
業 

国
民
健
康
保
険
条
例
一
部
改
正 

 

国
保
加
入
者
は
広
島
市
で
も
毎
年
１
万
人
増

え
て
お
り
、
国
保
加
入
者
の
約
半
数
は
、
年
金
生

活
者
な
ど
無
職
の
人
た
ち
で
す
。
憲
法
に
よ
り
、

「健
康
で
文
化
的
な
最
低
限
度
の
生
活
」が
国
民

に
保
障
さ
れ
て
い
る
な
か
、
生
活
保
護
費
か
ら
は

保
険
料
も
税
も
徴
収
さ
れ
ま
せ
ん
。
と
こ
ろ
が
、

国
保
世
帯
に
は
生
活
保
護
基
準
以
下
で
も
保

険
料
が
課
さ
れ
、今
年
度
も
、
所
得
が
減
る
な
か

で
保
険
料
は
０
・９
％
ア
ッ
プ
し
て
い
ま
す
。 

国
保
は
、低
所
得
者
が
多
く
加
入
し
て
い
る
医

療
保
険
で
あ
り
国
の
手
厚
い
援
助
が
な
け
れ
ば

成
り
立
た
ち
ま
せ
ん
。
削
ら
れ
て
き
た
国
庫
負

担
を
計
画
的
に
元
に
戻
す
よ
う
国
に
求
め
、
一

般
会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ
を
増
や
す
こ
と
を
要

望
し
ま
す
。 

日本共産党広島市会議員団 
 広島市中区国泰寺町1-６-34  

 TEL082（244）0844     

 FAX082（244）1567 

2003年3月28日発行  NO.512 
３月議会 



反対 一般会計予算 上述の要旨の理由で反対 

反対 都市開発資金特別会計予算 上述の要旨の理由で反対 

反対 西風新都特別会計予算 上述の要旨の理由で反対 

反対 老人保健特別会計予算 上述の要旨の理由で反対 

反対 介護保険事業特別会計予算 上述の要旨の理由で反対 

反対 国民健康保険事業特別会計予算 上述の要旨の理由で反対 

反対 競輪事業特別会計予算 ギャンブルは行政が行なうべきではなく、早急に雇用対策を検討し事業中止を 

反対 有料道路事業特別会計予算 公共がつくる道路は料金をとらず、市民に開放すべき 

反対 開発事業特別会計予算 上述の要旨の理由で反対 

反対 証明等手数料条例の一部を改正する条例 住民基本台帳の漏えいにつながる住基ネット整備の予算には反対 

反対 国民健康保険条例の一部を改正する条例 上述の要旨の理由で反対 

反対 介護保険条例の一部を改正する条例 上述の要旨の理由で反対 

反対 市立大学条例の一部を改正する条例 市立大学の授業料の値上げには反対。若者が入学しやすい条件を 

反対 病院事業使用料及び手数料条例を一部改正する条例 市内４病院において、非紹介患者からペナルティー費用を初診料に加算するもので､新たな負担には反対 

反対 高速道路公社定款の一部を変更する定款 上述の要旨の理由で反対 

意見付賛成 住宅資金貸付特別会計予算 同和対策として開始。滞納は01年度１２１件、１億9680万円。貸与したものが返還されるよう求める 

意見付賛成 母子寡婦福祉資金貸付特別会計予算 借りやすい制度になるよう求める 

意見付賛成 農業集落排水事業特別会計予算 農家の負担が過大とならないよう配慮を 

２００３年度予算 議案に対する日本共産党の態度  （この他の４６議案には賛成） 

中
原
ひ
ろ
み
議
員
の 

03
年
度
予
算
に
つ
い
て
の
討
論  

  

03
年
度
予
算
に
つ
い
て
の
討
論
の
う
ち
、「国
際
見
本
市
会
場
基
本
設
計

費
」「出
島
沖
産
廃
処
分
場
の
護
岸
整
備
費
」に
関
し
て
は
、次
の
よ
う
に
触

れ
ま
し
た
。 

 

国
際
見
本
市
会
場
基
本
設
計
費
（
メ
ッ
セ
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
施
設
） 

１
億
２
７
０
０
万
円 

  

市
は
、
数
年
で
単
年
度
黒
字
に
な
る
見
通
し
を
、

様
々
な
係
数
を
使
っ
て
出
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
こ
れ

は
、
数
字
の
操
作
に
よ
る
予
測
で
す
。 

肝
心
の
市
場
調
査
も
、
市
は
100
万
円
で
委
託
し
た

民
間
の
調
査
会
社
１
社
の
調
査
結
果
を
見
通
し
の
根

拠
に
し
て
い
ま
す
。
そ
の
結
果
は
、
一
週
間
で
30
社
程

度
を
調
べ
、
う
ち
10
社
余
り
が
「
展
示
場
を
使
用
し
て

も
よ
い
」
と
回
答
し
た
と
い
う
も
の
。
こ
の
程
度
の
調

査
で
総
事
業
費
228
億
円
を
使
っ
て
い
い
の
で
し
ょ
う

か
。
最
も
有
利
な
起
債
で
も
、
市
の
一
般
財
源
か
ら
150

億
円
を
投
入
す
る
の
は
大
変
で
す
。 

大
阪
、
名
古
屋
、
福
岡
な
ど
で
定
期
的
に
展
示
会
を
開

い
て
い
る
会
社
は
100
社
か
ら
200
社
。
こ
れ
ら
の
会
社

に
当
た
っ
て
、
徹
底
し
た
市
場
調
査
を
行
な
い
、
納
得

い
く
資
料
を
市
民
に
公
開
す
べ
き
で
す
。 

  

出
島
産
廃
処
分
場
の
護
岸
整
備
費
等 

16
億
５
７
０
０
万
円 

 
 

 

地
元
の
協
議
会
が
開
か
れ
て
い
ま
す
が
、
安
全
性
へ

の
疑
問
に
、
市
は
科
学
的
に
答
え
て
は
い
ま
せ
ん
。 

 

市
が
「
住
民
合
意
を
重
視
せ
よ
」
と
の
市
長
意
見
を

貫
く
な
ら
ば
、
地
元
合
意
が
と
れ
る
ま
で
予
算
計
上
は

見
送
る
べ
き
で
す
。 

道
路
整
備
費
31
億
円
の
う
ち 

３
分
の
１
が
一
般
財
源
か
ら 

  

補
正
予
算
の
中
に
は
、
民
間
保
育
所
の
整
備
や
市

営
住
宅
の
建
替
え
な
ど
、
市
民
要
求
に
も
雇
用
拡
大

に
も
つ
な
が
る
予
算
が
組
ま
れ
て
い
る
こ
と
は
評
価

し
ま
す
が
、
一
方
で
、
税
金
の
ム
ダ
使
い
を
見
直
せ
と

の
世
論
が
あ
る
に
も
関
ら
ず
、
相
変
わ
ら
ず
、
高
速
道

路
の
用
地
費
や
港
湾
整
備
な
ど
、
緊
急
性
や
必
要
性

に
疑
問
の
あ
る
大
型
開
発
に
貴
重
な
財
源
が
使
わ
れ

て
い
ま
す
。 

 
特
に
、
道
路
整
備
費
と
し
て
計
上
さ
れ
た
約
31
億

円
の
う
ち
、
約
３
分
の
１
に
あ
た
る
10
億
円
が
一
般

財
源
か
ら
の
支
出
で
す
。
こ
の
「
財
政
が
き
び
し
い
」

時
に
、
あ
え
て
貴
重
な
一
般
財
源
を
多
額
に
投
入
し

て
ま
で
高
速
道
路
建
設
を
急
ぐ
必
要
性
が
あ
る
の
で

し
ょ
う
か
。 

 

不
況
の
今
こ
そ
、
が
ん
ば
っ
て
商
売
を
さ
れ
て
い

る
中
小
業
者
を
は
じ
め
、
市
民
の
暮
ら
し
の
応
援
に

最
優
先
で
使
う
べ
き
で
す
。 

 

【
反
対
】 

  

02
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算 

表
面
か
ら
の
続
き 


